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になr）てからという。 フランス語経由で1875 年頃ヽ ドイツ語へ入ってきたこの語のかつての意味は
「裕福で上流
ヽ 自由な」身分に属し 「ヽ楽しみのためにヽ どこといって目的地ももうけず長期に渡り
外国 に出かける人」であった。14）
“Tour" “ヽTourist" 共にドイツ語の中で現在に至る まで上記の特別のニュアンスを残し、“Reise ”
に代わることはなかった。 こ れらの語彙は嫌われ、ド イツ語 から取 り除かれる傾向 もあったとい
う。15)他方 “ヽReise”が含む出征 二冒険 と上昇の意味は
ヽ宗教色 を嫌った18 世紀で も“Bildungsreise"
（教養旅行）に欠かせなかった。 観光業 が本格的 になる19 世紀 においても、“Tourist" （観光客）で
はなぐReisender" （旅行者）が教養小説 の主人公である。16)
現実にぱTourist" という語 の普及以 前に、ある種の旅行客への批判が始 まっている。フラ ンス、
イタリアを旅したスターンはr センチメンタル・ジャーニ ーJ（1768 ）の中で旅行者 （"Traveller"）
を「何 もしない旅行者、好奇心の強い旅行者、嘘つきの旅行者、傲慢な旅行者、 虚栄心の強い旅行




『旅行中のゲーテ』によれば、ゲーテが訪 れたことを記事 とした記念碑は現在でもヨーロ ッパ に100
以上残っているが、その中でも中部フランケン地方、グロ ーセンリート村の宿屋などは、 ゲーテが
スイスへ向かう途中、宿泊し、出立した後、早速、「1797 年11 月ゲーテが当館で宿泊、すばらしい休
息 を取った」という看板を正面玄関 に掲げた という。19)物見遊山の旅行客が群衆の姿で現 れ、おもし




用的な目的をもつものと、娯楽 としての旅物語である。前者に含 まれるのは学術的な価値を持 つ旅
行記、 観光ガ イドブックとしてグランド・ツアー用 に書かれたフランスやイタリアの諸都市につい





）という後続編が現 れた。 これはラ スペが英訳『ほら吹 き男爵』3 版につけた題名 である。
『ほら吹き男爵』についていえば、 ラスペやビュルガーのオリジナル版は実在の ミュンヒハウゼン





『ほら吹き男爵』がr ガリヴァー旅行記 』を意識して書かれたこ とは、英訳版の題名 を見れば明 ら
かであるが、内容 的にも終章が重なっている。ガリヴァーは巷 に出回ってい る旅行記 に以下に嘘が































































































































































3。 啓 蒙 の笑 い
『ほら吹き男爵』の話は以下にその内訳を挙げるように、そのほとんどが、旅行や狩猟、戦争中に
起こっている。
旅の途中の話……5 話 落ちる話……2 話 狩りの成功話……10話、
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機械的 なものヽ 物質的 なものを露呈した時 に起こるという。 ここでもやはり笑いの持つ矯正力 が問
題 となる。ベルクソンは




ヽ 笑う者 と笑われる者の間に距離があることを笑いの原動力 としている。醜




摘 する共感があり、ベ ルクソンの醒めた笑いはない。ベルクソンにおいて二律背反 だった「物質化・
機械化」 と「生命」の対立がないのである。
機械 との一体感 はレ ッシングのいう「有用性」という価値基準に沿うものである。啓蒙主義者た
ちは迷信を遠ざけるため、5・)宗教界と戦ったが、『ほら吹 き男爵』も「酔っぱらわないロ シアの将軍」
話や 「桜の木を載せた鹿」の話などで宗教から笑いを得た。 もちろん、不謹慎 というにすぎない穏
やかな笑いではあるが。代わって追求される価値 は実利性、効用である。軍人ミュンヒハウゼンの
活躍 は啓蒙主義の価値観に根付いていると言えるだろう。




る。人々はフランス語しか話さない。ド イツ語は兵隊 と馬 のためのものだ。」55)と述 べた。ドイツ語
についての同様の評価は 『ガリヴ ァー旅行記』の中にも見られる。馬 の国フーイヌムの馬が話す言
葉は「ヨーロッパの言語の中では高地 オランダ語 またはドイツ語 に似ていたが、それよりはずっ と
優美で意味 も深かった」とされ、しか もこの評価はある王様の言葉 に基づくと断っている。56）諸邦 に
分か れ、近代国家へのスタートに後れをとっだ18世紀 のドイツは文化的 にも低く位置づけられ、ド
イツ人 自身この評価を踏 まえなければならなかった。 そしてこのことは啓蒙思想 の持つ普遍性 とは






は往時 の理想を求 めて旅をしたわけではない。軍 に入隊するためにロシアに出かけ、何とかやり く
りをするという民衆に近い生き方である。r
ほら吹 き男爵』の背景には戦争 の絶えることのなかった殺伐 とした時代がある。しかし啓蒙主義




） 本論 文 で は ラ スペ 版 はErichRaspe:ThetravelsandsurprisingadventuresofBaronMunchausen.HippocreneBooks,UK.1988.
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MiinchhausensGeschichten
－ReisenundLacheninderAufklarungszeit ―
SetsukoIchida-Kakimoto
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DiephantastischenGeschichtendesLiigenbaronsMUnchhausen,auchinJapan
bekannt,griindensichaufeinerhistorischenGestalt,HieronymusvonMUnchhausen
（1720 一1797）.VonseinenReisenundAbenteuernwurdebisheutealsMiich-hausianaimmerwiederaufsneueerzahlt
，sodaBmansichunterdiesemTitelnurPhantastereienvorstellt.JedochinderOriginalausgabewardieVerbindungderGeschichtenunddemhistorischenMuchhausenvielenger.Im18.JahrhundertgewannendieBurgeranMacht,indemsieAufklarungsideenaufnahmen.DerUnterschieddesLebensstilszwischenAdelundBurgerverringertesich.DaszeigtesichnichtnurimAlltagwie,wasmaniBt,sondernauchdarin,daBimmermehrLeuteausLustundalsFreizeitbeschaftigungreisten.Dasspiegeltsichinderdamalspopularen,phantastischenReiseliteraturwieder
。DergeschichtlicheMunchhausenunternahminderTateineDienstreisenachRuBland.InG.A.BUrgers
“Lugenbaron"erzahltmanvonverschiedenenBedin-gungen,diedieReisenvondamalsbeschwerten
－Wetter,unwegsameWegeundschlechterKundendienst
－.DieLagevomwirklichenMuchhausenalsDeutscherinRuBslandwurdeauchmiterwahnt.DieDeutschenijbteninRuBslandalsExperteneinigermaBenMachtaus,wurdenaberbeimMachtwechselauseeschlos-sen
。DasLacheniiberMiinchhausenliegterstensinseinemErfindungstalentundseinerubermenschlichenkorperlichenKraft.ErerschiendannalserfahrenerMilitar.ErverkorperteaberauchRiickstandigkeitvonDeutschlandimallgemeinen.DieUnterentwicklungwardenDeutschenbewuBt.ManfiihrtedieAufklarungsideenein,muBteabervonderBesonderheitderdeutschenUmstandebehaupten.DerAufklarerG.A.BUrgerkonntesichwegendieserDiskrepanzzwischenAufklarungundRiickstandigkeitmitdemaltmodischenBaronMunchhausenvereinigen.
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